
黒毛和種
○ 在来牛にブラウンスイス種等を交配して改良が進め
られた品種。
○ 被毛色は黒褐単色。和牛全体の約97%を占め、肉質
は特に脂肪交雑（いわゆる「サシ」）の面で優れる。

褐毛和種
○ 熊本県と高知県で飼われていた朝鮮牛を基礎とした
在来牛にシンメンタール種等を交配して改良が進められ
た品種。
○ 被毛色は黄褐色から赤褐色。耐暑性に優れ、粗飼料
利用性も高い。主産県は熊本県及び高知県。

日本短角種
○ 東北地方北部で飼われていた南部牛にショートホー
ン種を交配して改良が進められた品種。
○ 被毛色は濃褐色。耐寒性に優れ、粗飼料利用性も高
い。主産県は岩手県。

ホルスタイン種（ ）
○ 酪農経営の副産物である雄牛を肥育。肉
質の点で輸入牛肉と競合。

黒毛和種( )×ホルスタイン種( )
○ 乳用種の雌牛に、肉質向上を目的として、
肉専用種である黒毛和種の雄牛を交配し生産。

※「乳用種」、「交雑種」の子牛は酪農経営で生産される。

和牛（４品種）

この他、外国種（アンガス、ヘレフォードなど）も

無角和種
○ 在来牛にアバディーンアンガス種を交配して改良が
進められた品種。
○ 被毛色は黒色で黒毛和種より黒味が強い。粗飼料利
用性が高い。主産県は山口県。

肉専用種 乳用種

交雑種（Ｆ１）

・ 肉用牛には３種の区分があり、それぞれ「肉専用種」「乳用種」「交雑種（Ｆ１）」と呼ばれている。
・ 「肉専用種」は牛肉を生産する目的で改良された牛。「乳用種」は酪農経営の副産物である雄牛で、牛肉生産向けに肥育（ひ

いく）されている牛。「交雑種」は乳用種の雌牛と肉専用種の雄牛を交配して生産される牛で、乳用種よりも脂肪交雑（サシ）が
入りやすい。

家畜・家きんの種類：肉用牛
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写真提供：肉専用種は家畜改良センター

交雑種は（一社）全国肉用牛振興基金協会

乳用種は（公社）中央畜産会


